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北・軍事偵察衛星発射―南・軍事合意効力停

止 

 朝鮮中央通信は１１月２２日、金正恩

（キム・ジョンウン）国務委員長（朝鮮労

働党総書記）が同日午前に国家航空宇宙技

術総局の平壌総合管制所を訪問し、前日夜

に発射され、軌道に投入された軍事偵察衛

星「万里鏡（※「望遠鏡」を意味する）１

号」の作動状況などを確認したと報じた。 

 金委員長は、太平洋の米領グアム上空で

衛星が撮影し２２日午前に受信したアン

ダーソン空軍基地やアプラ港など米軍の主

要軍事基地の写真を見た。また「共和国の

武力が万里を見下ろす『目』と万里を殴る

強力な『拳』の両方を手中に収めた」とし

て、「われわれの威力のある軍事的打撃手

段の効用性を高める側面でも、自主防衛の

ためにも、より多くの偵察衛星を運用する

必要性が提起されている」と強調した。

「目」とは軍事偵察衛星を、「拳」とは大

陸間弾道ミサイル（ＩＣＢＭ）を意味する

とみられる。  

 韓国政府は２２日、北朝鮮（※正しくは

朝鮮、以下同じ）の軍事偵察衛星発射を受

け、２０１８年の南北軍事合意における

「飛行禁止区域の設定」に関する効力を停

止した。韓悳洙（ハン・ドクス）首相主宰

の臨時閣議で決定し、訪英中の尹錫悦（ユ

ン・ソンニョル）大統領が滞在先のロンド

ンで承認した。韓国は軍事境界線一帯での

北朝鮮に対する偵察・監視活動などを再開

することになる。 

 朝鮮は２３日、南北軍事合意によって中

止していた軍事的措置を復活させると発

表。労働新聞は２７日、南北軍事合意など

南北合意違反の責任は韓国にあると主張

し、韓米日・韓米合同訓練を改めて非難し

た。 

 韓米日３カ国外相は２５日、電話会談を

行い、北朝鮮による弾道ミサイル技術を

使った軍事偵察衛星発射は国連安全保障理

事会（国連安保理）決議の明白な違反だと

して強く非難し、３カ国で緊密に連携する

ことも改めて確認した。 

 国連安保理は北朝鮮の軍事偵察衛星発射

を受け、２７日に緊急会合を開いたが、常

任理事国の中国とロシアが反対し、決議採

択など全体としての具体的な対応は取れな

かった。 

 韓国国防部は３０日、南北軍事合意につ

いて、軍事作戦にさまざまな制限があるた

め全面的な効力停止が必要だとする立場を

示した。 

 

韓国政府、南北軍事合意の効力停止…尹政権は即時撤回せよ！ 

朝鮮の軍事偵察衛星「万里鏡１号」を搭載した運搬ロケットの発射場面  
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尹政権は軍事合意の効力停止を撤回しろ！ 

 朝鮮の軍事偵察衛星発射を受けて、韓国

政府は南北軍事合意の一部効力を停止し

た。しかし、軍事偵察衛星発射は南北軍事

合意の違反ではなく、ましてや韓国も軍事

偵察衛星を打ち上げた状況で、効力停止措

置は妥当ではない。南北間でこれまで軍事

合意の違反があったとしても、軍事合意以

後、軍事境界線一帯での南北の軍事衝突や

その危険性が減少したのは事実であり、効

力停止をする理由も必要もない。 

 効力停止に伴い早速、南北間で相互の軍

事対応が始まる中、韓国国防部は全面的な

効力停止が必要だと「火に油を注ぐ」発言

をためらわない。 

 尹大統領の引き続く対北強硬発言、韓国

軍にドローン部隊の創設、対北ビラ散布へ

の事実上の黙認などを考慮すると、効力停

止の下で偵察・監視だとして対北挑発をす

るのではないかと憂慮されると同時に、与

党に形勢不利とされる来年４月の総選挙に

備えて、挑発から引き起こされる軍事衝突

を利用した、いわゆる「北風」の整地作業

をしているのではとの疑心も湧く。 

 朝鮮半島の軍事緊張を高める南北軍事合

意の効力停止を尹政権は即時撤回すべき

だ。 

 

「慰安婦」裁判、日本政府に賠償請求 

 日本軍「慰安婦」被害者の李容洙（イ・

ヨンス）さんのほか故クァク・イェナムさ

ん、故金福童（キム・ボットン）さんらの

遺族、計１６人が日本政府を相手取り損害

賠償を求めた訴訟の控訴審判決で、ソウル

高裁は１１月２３日、原告の訴えを却下し

た一審判決を取り消し、日本政府に対して

原告側の請求全額（１人当たり２億ウォン

＝約２３００万円）の支払いと訴訟費用の

負担を命じた。 

 高裁は「国際慣習法上、被告である日本

政府に韓国裁判所の裁判権を認定すること

が妥当だ」と述べた上で、慰安婦を集める

過程で被告の違法行為が認められることか

ら適切な慰謝料を支払う必要があるとの判

断を示した。被害者について「最低限の自

由すら抑圧され、日本の軍人との性行為を

強要された結果、無数の傷害を負わされた

り妊娠・死亡の危険まで甘んじたりするし

かなく、終戦後も正常な範囲の社会生活に

適応できないという損害を被った」と言及

した。被告の行為は韓国の民法上の違法行

為に当たるとし、各被害者への慰謝料は原

告が求める２億ウォンを上回るとみるのが

妥当だと述べた。 

 李容洙さんや被害者遺族らは２０１６年

１２月、日本政府に対し１人当たり２億

ウォンの賠償を求める訴訟を起こした。２

０２１年４月にソウル中央地裁は日本の主

権免除を認め、原告の訴えを却下した。こ

の年、同地裁は同種の訴訟に異なる判断を

示していた。別の慰安婦被害者ら１２人が

起こした賠償請求訴訟で２０２１年１月、

「日本の違法な行為に国家免除（主権免

除）を適用できない」として日本政府に１

人当たり１億ウォンの賠償を命じた。日本

政府はこうした訴訟に対応しないとの原則

を崩さず控訴もしなかったため、判決は確

定した。 

 原告の李容洙さんは記者会見を開き、

「これ（今回の判決）は日本にとって始ま

り」だと指摘したうえで、「日本は原告ら

に心から謝罪し、判決に従い法的賠償を行

うべきだ」と述べた。 

 会見に同席した、「慰安婦」被害者を支

援する市民団体「日本軍性奴隷制問題解決

のための正義記憶連帯（正義連）」の李娜

「慰安婦」裁判控訴審…原告側の逆転勝訴、日本政府に賠償請求 

勝訴判決を受けて開かれた李容洙さんと支援団体の記者会見  
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栄（イ・ナヨン）理事長は「被害者の切迫

した訴えに耳を傾け、人権の最後のとりで

として責任を果たした裁判所の判決を歓迎

する。国際人権法の人権尊重の原則を確認

した意味ある判決だ」と評価した。 

 一方、朴振（パク・ジン）外交部長官は

２６日、韓中日外相会談のため来韓した上

川陽子外相と釜山市内で会談した。上川氏

は２３日に判決に対し談話を発表。今回の

判決は「国際法と日韓両国間の合意に明ら

かに反するもので極めて遺憾であり、断じ

て受け入れることはできない」とした上

で、韓国に対し「国家として自らの責任

で、直ちに国際法違反の状態を是正するた

めに、適切な措置を講ずること」を改めて

強く求めた。この日の会談でも上川氏は朴

氏に日本政府の立場を改めて伝達。これに

対し朴氏は「２０１５年の（韓日の）慰安

婦合意を両国の公式合意として尊重してい

る」と政府のスタンスを改めて表明した。 

 

尹政権は被害者の尊厳を踏みにじるな 

 ソウル高裁は、日本軍「慰安婦」被害者

が日本政府を相手取り提起した損害賠償請

求訴訟で、原告に対する日本政府の損害賠

償責任を認める記念すべき判決を宣告し

た。ソウル中央地裁が日本の主権免除を理

由に被害者らの訴えを却下した一審判決を

破棄し、日本政府の法的責任を認めたも

の。「慰安婦」訴訟で韓国高裁が極めて正

しい判断を下した。 

 判決に猛反発する日本政府に対し韓国政

府は「２０１５年『韓日慰安婦合意』を両

国の公式合意として尊重している」と懸命

に弁明した。尹政権は韓日関係「正常化」

の名の下に、日本政府に忖度し、被害者の

尊厳を踏みにじる行為をやめるべきであ

り、日本政府は「日韓条約で解決済み」と

の姿勢を改め、被害者に対する心からの謝

罪と判決に基づく法的賠償をすべきであ

る。 

 あわせて韓国司法が正義の姿勢を引き続

き示すことを望みたい。 

民主労総の役員選挙が行われ、ヤン・ギョ

ンス氏が委員長に再選された。民プラスの

記事（１２月１日）を紹介する。 

 

民主労総の次期役員を選出する「委員長―

首席副委員長―事務総長」選挙で記号１番

「ヤン・ギョンス―イ・テファン―コ・ミ

ギョン」組が当選した。 

 

民主労総中央選挙管理委員会が１１月２８

日未明に発表した決定によれば、ヤン・

ギョンス候補者は３６万３２４６票（得票

率５６．６１％）、記号２番のパク・ヒウ

ン組は２０万１２１８票（同３１．３

６％）を得票した。 

 

これにより、民主労総１２期を率いるヤン

ギョンス当選者は民主労総最初の再選委員

長となった。ヤン当選者は３年前、民主労

総１１期（直接選挙３期）委員長に当選

し、民主労総で任期３年を最初に終えた委

員長が再選されたのは民主労総創立２８年

で初めて。 

 

ヤン当選者は当選のあいさつで、３年間の

執行部の経験を土台に「民主労総の影響力

を画期的に強化し、尹錫悦（ユン・ソン

ニョル）政権との闘争に終止符を打つ」と

決意を明らかにした。 

 

ヤン当選者は「尹錫悦政権との闘争に終止

【記事紹介】民主労総役員選挙、ヤン・ギョンス氏が委員長に再選…「尹錫悦政権との闘争に終止

符を打とう！」 

当選した「ヤン・ギョンス民主労総委員長（中央）」組 



4 

符を打たなければならないとの責任感と、

変化と革新の機関車とならなければならな

いとの抱負を大いに抱いて臨んだ選挙だっ

た」と振り返りながら、「重い責任感を持

ち労働者民衆のための闘争に乗り出す」と

の決意だ。 

 

そして「民主労総の影響力を画期的に強化

しなければならないとの組合員の切実な要

求を実現する」と約束した。「広場におけ

る力強い闘争も、疎通と団結で変化をつく

り出す組織の革新強化も、勝利の秘訣は組

合員にある」とし、「組合員の力を信じ、

さらに強力な民主労総をつくる」と述べ

た。 

 

尹錫悦政権退陣については「いまを生きる

全民衆の要求」と規定し、「民主労総が先

頭に立ち全民衆の要求を必ず実現しよう。

政権の没落を闘争の最終ではなく、新しい

社会をつくるためのわれわれの機会へと転

換させよう」と訴えた。 

 

ヤン当選者は「圧倒しろ！ 民主労総」に

続けて、△闘争の広場を圧倒しろ△未来を

圧倒しろ△時代の談論を圧倒しろとのス

ローガンを掲げ、１２０万労組員が主人公

となる民主労総、国民から拍手される民主

労総をつくり、産別交渉の強化および制度

化、社会公共性と民衆福祉の強化に力を注

ぐと明らかにしている。 

 

主要公約としては、２０２５年民主労総建

設３０周年を前にし、以後３０年の戦略を

樹立する△「新しい３０年委員会」の設置

△組合員が参与する「政策フェスティバ

ル」△組合員の参与による１億ウォン予算

制度△「産別労組強化委員会」の構成△メ

ディア広報専担部署の設置および国民向け

広報の強化などがある。 

 

ヤン執行部は２０２４年１月１日から３年

間、民主労総を率いることになる。 

 

民主労総役員選挙の投票は１１月２１日か

ら２７日まで１週間行われ、総有権者１０

０万２９８９人のうち６４万１６５１人

（投票率６３．９７％）が投票した。 

 

原 文  http://www.minplusnews.com/news/

articleView.html?idxno=14316 

 

활동보고 活動報告 

「国会正門前アクション 沖縄も日本も戦場にさせるな！」開催…日本の軍国化に抗議 

「止めよう！辺野古埋立て」国会包囲実

行委員会は１１月２３日、国会正門前で

「国会正門前アクション 沖縄も日本も 

戦場にさせるな！」を開催。約２０００人

が結集した。韓統連も同アクションに賛同

し、当日参加した。 

実行委員会の毛利孝雄氏が主催者あいさ

つ。「沖縄は現在、辺野古新基地建設代執

行、南西諸島への自衛隊配備など、未曾有

の危機に立たされている。それに反対し、

本日沖縄では、玉城知事も参加して平和大

集会が行われている。沖縄、日本を戦場に

させない責任は、今を生きる私たちにあ

る。ともにがんばっていこう」と語った。 

種子島、奄美大島、宮古島、石垣島、与

那国島などで構成される「南西諸島」の代

表から報告。△自衛隊配備が急速に進み、

頻繁に演習が行われている△避難訓練、遺

国会前で抗議する実行委員会のメンバー 

http://www.minplusnews.com/news/articleView.html?idxno=14316
http://www.minplusnews.com/news/articleView.html?idxno=14316


5 

体収容訓練など、戦争を想定した具体的な

準備が始まっている△米軍飛行場、軍港な

どが次々と建設されつつある、など現地の

生々しい実態を報告。「もう戦争はそこま

で来ている」と危機感を訴えた。 

 連帯あいさつでは総がかり行動実行委員

会、平和フォーラム、全労連、リムピース

編集部などがそれぞれアピールした。 

 参加者全体でシュプレヒコール。「沖縄

も日本も戦場にさせるな」「辺野古新基地

絶対反対」「南西諸島の要塞化をゆるさな

い」「ガザでの虐殺今すぐやめろ」と訴え

た。 

 沖縄では「沖縄を再び戦場にさせない 

県民の会」が「争うよりも愛したい。県民

平和大集会」を開催。約１万人が参加し、

平和への思いを共有した。 
 

汚染水海洋投棄に抗議行動…韓成祐韓青中央委員長がアピール 

「さようなら原発１０００万人アクショ

ン実行委員会（実行委員会）」は１１月２

４日、首相官邸前で「１１・２４放射能汚

染水を止めろ！ 官邸前行動」を開催し

た。 

実行委員会の井上年弘事務局長が主催者

あいさつ。「先日福島原発の配管から水漏

れが起こり、汚染水がかかった作業員が病

院に搬送された。これだけ国際的な批判が

あるにも関わらず、このような事故を起こ

すということは、東電にはまったく責任感

と管理能力がないということだ。決して許

してはならない」と強調し、継続した抗議

活動を訴えた。 

反原発団体や市民団体などがアピールす

る中、韓青中央本部の韓成祐（ハン・ソン

ウ）委員長がアピール。「韓国で１１月１

１日に開催された『尹錫悦（ユン・ソン

ニョル）政権 退陣総決起』に参加した

が、そこで提起された『民衆１０大要求

案』の中に『放射能汚染水海洋投棄中止』

も入っていた。韓国国内でも多くの人々が

問題意識を持っている」と語り、「日本に

対して抗議のひとつもしない尹錫悦政権を

退陣させ、汚染水放流中止に向けて連帯し

ていきたい」と語った。 

参加者全体でシュプレヒコール。「放射

能汚染水放出をやめろ」「これ以上海を汚

すな」「政府・東電は約束を守れ」と訴え

た。 

 実行委員会は１２月２４日に、日比谷公

園で「１２・２４放射能汚染水を止めろ！ 

東電抗議・銀座デモ」を開催予定。 

アピールする韓成祐委員長 

韓統連兵庫本部が定期総会、セミナーを開催…宋世一委員長が講演 

韓統連兵庫本部は１１月２６日、尼崎市

内で第１５次定期総会を開催した。 

民衆儀礼、主催者あいさつ後、宋世一

（ソン・セイル）委員長が激励あいさつ。

「兵庫本部は１年に三つの地域でマダンを

開催し、マダンを通じて私たちの自主・民

主・統一運動を地域で広げている。来年の

韓国の総選挙に勝利し、尹錫悦（ユン・ソ

ンニョル）政権を退陣に追い込むための活

動課題をみなさんと共有したい」と語っ

た。 定期総会であいさつする崔孝行代表委員 
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総会では活動報告と財政報告、活動方針

と予算案が採択され、人事では崔孝行

（チ ェ・ヒ ョ ヘ ン）代 表 委 員、李 善 明

（イ・ソンミョン）副代表委員が再選し

た。 

崔代表委員が就任あいさつ。「中東での

イスラエルによる一方的な虐殺行為はもち

ろん、それを支持している米国を許すこと

はできない。また、反民主・反民生・反民

族的な現政権も許すことができない。われ

われの怒りで天を突き、社会を変えていこ

う」と強調した。 

また、同日午後から韓統連兵庫セミナー

を開催。「高まる尹錫悦政権退陣闘争 デ

モと選挙で社会を変える韓国民衆」のテー

マで宋委員長が講演した。 

宋委員長は「朝鮮半島での軍事的緊張が

高まっている原因は、尹政権の対米・対日

屈従外交だ。また国内では民生を破綻に追

い込み、政権を批判する勢力を反国家勢力

として弾圧している」と指摘。今後の課題

としては「進歩政党や民主労総など進歩民

衆勢力が連帯・連合し一大政治勢力化を図

り、保守野党をけんせいし、また巻き込み

ながら政治改革を促していくことが重要

だ」と語った。 

韓青兵庫県本部の尹鏞昊（ユン・ヨン

ホ）委員長代行が１１月１１日の退陣総決

起に参加したことを報告。韓国民衆の尹政

権への怒りを共有した。 

 

セミナーで講演する宋世一委員長 

韓統連広島本部がセミナーを開催…金昌五大阪副代表委員が講演 

韓統連広島本部は１１月２６日、「韓統

連広島セミナー２０２３」を広島市内で開

催した。 

広島本部の尹康彦（ユン・ガンオン）代

表委員が主催者あいさつ。「Ｇ７広島サ

ミットで戦争継続のためにウクライナに軍

事支援を決めた。イスラエルのパレスチ

ナ・ガザへの攻撃はジェノサイド・殺りく

であり悲惨な状況が続いている。米国はイ

スラエルには自衛権があると主張し、イス

ラエルのガザ侵攻を容認している」と米国

の姿勢を非難。「南北間の緊張が高まる

中、韓国では尹錫悦（ユン・ソンニョル）

政権退陣の声が高まっている」と言及し、

「セミナーを通じて今後の課題を共有した

い」と訴えた。 

韓統連大阪本部の金昌五（キム・チャン

オ）副代表委員が「尹錫悦政権と朝鮮半島

情勢」をテーマに講演。「尹政権発足以

降、メディアでは史上最悪と言われた韓日

関係が『改善』されたと評価している。し

かし実態として尹政権が提示した徴用工

『解決策』は植民地支配の免罪を意味し、

これを米国が歓迎したということだ。米国

は韓日間の懸案問題を強引に妥結させ韓米

日軍事同盟化を進め、対中国・ロシア・朝

鮮包囲網を強化している」と指摘した。ま

た来年の韓国国内については「国会議員総

主催者あいさつする尹康彦代表委員 
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選挙で進歩・民主勢力が３分の２以上を獲

得すれば大統領を弾劾できる。今後尹政権

退陣の動きは進んでいくだろう。米国の圧

力に屈しない政権ができれば、南北合意が

履行され統一の時代は必ず来る」と力強く

語り、参加者の共感を得た。 

「故・太倫基弁護士の名誉回復を求める11・26市民の集い」開催…名誉回復を要求 

「在日韓国良心囚同友会（同友会）」な

どの主催で１１月２６日、大阪市内で「１

１・２２事件４８周年 故・太倫基（テ・ユ

ンギ）弁護士の名誉回復を求める１１・２

６市民の集い」を開催した。 

 同友会の李哲（イ・チョル）代表の主催

者あいさつ後、「民主社会のための弁護士

の集い」の曺永鮮（チョ・ヨンソン）会長

が「故・太倫基弁護士の懲戒処分の真相と

名誉回復の道」をテーマに基調講演した。

曺会長は講演を通じ「太弁護士は７０年

代、８０年代の独裁政権時代に、多くの在

日韓国人良心囚らの弁護を担当した勇気と

使命感を持った弁護士だったが、国家安全

企画部の謀略によって韓国法務部の懲戒委

員会で懲戒処分（弁護士資格停止３年）を

受け、不当な懲戒処分は現在も撤回されて

いない」と語り、「この間、家族などが中

心となり懲戒処分の真相と名誉回復のため

の活動を行ってきた結果、今年１０月、

『第２次真実と和解のための過去事整理委

員会』が懲戒処分の真相究明のための調査

開始決定を下した。必ず懲戒処分の真相究

明と名誉回復を勝ち取る」と強調した。 

 太弁護士の家族があいさつし、「孫裕炯

（ソン・ユヒョン）さんを支援する会」の

山田隆嗣さんが閉会あいさつした。 

講演する曺永鮮会長（写真左） 

「尾澤さんの無罪を勝ち取ろう！控訴審闘争の勝利を目指す１１.２９集会」開催 

「韓国サンケン労組を支援する会」と

「尾澤裁判を支援する会・埼玉」は１１月

２９日、都内で「さいたま地裁『罰金４０

万円』不当判決弾劾！尾澤さんの無罪を勝

ち取ろう！控訴審闘争の勝利を目指す１

１．２９集会」を開催した。 

韓国サンケン労組を支援する会の渡邉洋

共同代表（全労協議長）が主催者あいさ

つ。「尾澤氏の逮捕は、全国的に横行して

いる労組つぶしの一環ではないか。この裁

判の行方は労働組合の今後にも関わってく

る。団結して勝利を勝ち取ろう」と語っ

た。 

労働政策研究・研修機構の呉学殊（オ・

ハクス）特任研究員が「グローバル経済時

代の韓国日系企業の問題と労働争議～韓国

ワイパー闘争を中心に」と題し報告。 韓

国ワイパー労組の労働争議の勝因として△

チェ・ユンミ分会長のリーダーシップ△マ

スコミ、世論、労働行政への働きかけ△日

韓連帯運動のインパクトを上げた。 

弁護団からの報告後、韓国から民主労総

決意表明する尾澤氏 
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のキム・ウニョン慶南本部長がビデオメッ

セージ。「尾澤さんの裁判はサンケン労組

の闘いの一部だ。わたしたちの闘いは裁判

に勝利して初めて終わることとなる。サン

ケン労組の同志は最後までともに闘う」と

語った。 

各団体からの連帯あいさつ後、尾澤氏が

決意表明。「一審判決は、事件が韓国サン

ケンの労働争議の過程で起こったものであ

るという事実を全く無視しており、労働者

の連帯を全く認めないという思想が背景に

あるのではないか。到底容認できない。こ

れまでの闘いをさらに発展させていきなが

ら、無罪判決を勝ち取っていきたい」と

語った。 

全労協の関口広行事務局長が閉会あいさ

つし、鳥井一平共同代表（移住連理事長）

が団結ガンバローを唱和した。 

「韓国良心囚を支援する会全国会議」が集約集会を開催…良心囚の再審無罪を要求 

「韓国良心囚を支援する会全国会議（全

国会議）」は１１月３０日、都内で「２０

２３年全国運動集約集会」を開催した。 

渡辺一夫代表が主催者あいさつ。「本日

は講師や参加者から在日韓国人良心囚の再

審状況が報告される。この場で共有し、今

後の運動を考えていこう」と語った。 

立教大学の李玲京（リ・リョンギョン）

兼任講師が、この間再審が決定した崔昌一

（チェ・チャンイル）氏、陳斗鉉氏（チン

ドゥヒョン）氏の状況を報告。再審裁判に

ついて「再審の闘いとは、本人はもちろん

家族や、周辺の人たちの傷を癒やすための

過程でもある」としながら、「検察はこの

期に及んで陳斗鉉氏をスパイだと決めつ

け、権力による捏造を認めようとしない。

尹錫悦（ユン・ソンニョル）政権となって

政府の要職に検察出身者がつくことが多く

なり、よりいっそう検察の横暴が目立つよ

うになった」と尹政権と検察を批判した。

今後の課題としては△国家保安法の撤廃△

韓国国内における反共意識の払拭をあげ

た。 

元良心囚の鄭勝淵（チョン・スンヨン）

氏と金元重（キム・ウォンジュン）氏、尾

澤孝司氏が連帯あいさつ。韓国社会の状況

や故太倫基弁護士集会（※記事前掲）と裁

判闘争が報告された。 

 石井寛事務局長が閉会あいさつ。「今年

に入って韓国にも行けるようになってき

た。再審裁判にも今後参加できるかと期待

している。遺族の方ともよく話し合って、

一人でも多くの再審無罪を勝ち取っていき

たい」と語った。 

全国会議では全国運動の一環として、毎

月１回ＪＲ日暮里駅前や京成上野駅前で街

頭宣伝を行っており、李俊一（イ・チュニ

ル）事務長が参加している。 

講演する李玲京兼任講師 主催者あいさつする渡辺代表 
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행사예정 行事予定 

尹錫悦政権によって、南北軍事合意が一方的に効力停止されました。合意が発表された当

時は、わたしたちの祖国から戦争の脅威をなくしていく南北首脳の決意を感じ、感動した

ものです。平和を踏みにじる尹政権に対して、さらなる怒りが湧きました（李） 

編
集
後
記 
１２月 

 

第１８回韓統連愛知セミナー（愛知） 

日時:１２月１０日（日）午後１時３０分開始 場所：愛知民主会館 内容：「今こそ進めよ

う、朝鮮半島平和の道標を」（講師―康宗憲（カン・ジョンホン）韓国問題研究所代表）参

加費：１０００円（学生:５００円） 主催：韓統連愛知本部 連絡先:０９０－３９３０－

８８１５（キム） 

情勢学習会（神奈川） 

日時:１２月１７日（日）午後１時開場、１時１５分開始 場所：東海道かわさき宿交流館 

内容：情勢講演（講師―宋世一（ソン・セイル）委員長） 主催：韓統連神奈川本部 連絡

先:０９０－１０４９－４２６１（ムン） 

第２２代 韓国国会議員総選挙 在外投票案内 
 

２０２４年４月１０日に実施される第２２代韓国国会議員総選挙に、在日同

胞も投票できます。初めて投票する方は事前に選挙人登録が必要ですので、

期限内に各地の韓国領事館で登録してください。 
 

在外選挙人登録申請期間 ２０２４年２月１０日まで 

投票期間      ２０２４年３月２７日～４月１日まで 
 

手続きの詳細は在外選挙 中央選挙管理委員会ホームページでご確認ください 
https://www.nec.go.kr/site/abroadja/main.do# 

■韓統連ホームページ、日々更新しています 

韓統連ホームページでは、朝鮮半島情勢や私たちの活動予定・報告などを日々アップしてい

ます。また、講演や集会の動画を韓統連ユーチューブチャンネルで配信しています。あわせ

てぜひご覧ください。 

 

 

 

韓統連ホームページ 

https://chuo.korea-htr.org/ 

韓統連ユーチューブチャンネル 

https://www.youtube.com/channel/

UCg_8NZg52O1VTAMIgrXfqiQ 

韓統連ホームページ 

https://www.nec.go.kr/site/abroadja/main.do
https://chuo.korea-htr.org/
https://www.youtube.com/channel/UCg_8NZg52O1VTAMIgrXfqiQ
https://www.youtube.com/channel/UCg_8NZg52O1VTAMIgrXfqiQ



